






























金属製

フレキシブルダクト
鋼線入りフレキシブルダクト

ラミックスEx
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消音製品

制気口ボックス
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販売店

※当カタログ掲載の仕様等は、改良のため予告なく変更する場合が
　ございますのでご了承下さい。
※当カタログ記載の内容は、一般的な情報の提供を目的とするものです。
　細心の注意のもとに作成していますが、必ずしも保証を意味するものでは
　ありません。
※無断転載・複製を禁じます。

!

※取り付け前に、下記の事項を必ずお読みになり、正しく安全に取り付けして下さい。
※下記に示した事項は、安全にお使い頂く為の重要な内容を記載してありますので必ずお守り下さい。

※施工完了後、注意事項が守られているか確認の上、試運転を行い異常がないか確認して下さい。
また、貴社製品の付属部品としてお取り扱い頂く場合は、貴社製品施工説明書若しくは、貴社作業標準に下記の
注意事項の記載内容を包含して下さい。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると人が死亡または重傷を負う可能性が想定
される内容を表示しています。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると人がケガをする可能性及び物的損害が発生
すると想定される内容を表示しています。

安全のため必ずお守り下さい。

警告

！！！！
!

◆周囲に人がいる場所で長さ調整等の切断は行わないで下さい。
端部が当たってケガをする恐れがあります。

◆サイレントフレックスP・PAタイプについては、長さ調整等
の切断や、改造を行わないで下さい。製品の破損及び劣化の
原因となります。また、改造を行った場合、製品の性能が
著しく低下し、性能を保証することができません。

◆端部は鋭利な刃物と同様ですので、直接、当たるとケガを
する恐れがあります。顔などを絶対に近づけないで下さい。

◆取り付け時は、転倒、つい落、製品落下等がないように
充分安全に気をつけて行って下さい。

◆必要な保護具（安全靴、保護メガネ、防塵マスク、手袋、
作業着等）を着装の上、作業を行って下さい。ケガをする
恐れがあります。

◆労働安全衛生法、建築基準法等、その他法令、条例等に
従って設計・施工して下さい。

◆本製品をご使用の際は、各地方自治体における火災予防
条例をご確認下さい。

◆空調製品ですので、それ以外の用途に使用しないで下さい。
製品の破損及び劣化の原因となります。

◆製品が水に濡れない様に保管、施工して下さい。洗浄を
しないで下さい。製品破損及び劣化、接続機器の故障、漏電、
感電の原因となります。

◆製品の過度の重ね置きはしないで下さい。変形・破損の
恐れがあります。

◆異常に高温になる場所、使用制限を超える温度になる場所
や使用制限を超える通風温度でのご使用はしないで下さい。
発火・火災と製品の破損及び劣化の原因となります。

◆改造はしないで下さい。製品の破損及び劣化の原因となり
ます。

警告 !
◆製品を踏みつけたり、乗ったり、投げたり、ものに当てたり
しないで下さい。破損、変形の恐れがあります。
また転倒したり、当たったりしてケガをする恐れがあります。
◆製品・部品の取り付けは確実に行って下さい。落下により、
ケガをする恐れがあります。
◆外面、内面に剥離、裂け、穴等がある場合は、施工前に
お申し付け下さい。

◆ご使用・施工時には下記の事項にご注意下さい。製品の
破損及び劣化の原因となります。
①使用範囲を超える風速でのご使用はしないで下さい。
②製品には、機器等の重みが一切かからないよう施工して
下さい。
③製品に影響をおよぼす著しい振動がある場所での使用は
避けて下さい。
④製品に強い衝撃を与えたり、落としたり、投げたりしない
で下さい。
⑤製品を多数箇所で曲げないで下さい。曲げ数が多くなれ
ば、圧力損失が高くなります。
⑥製品を空調機器のすぐそばで曲げないで下さい。
⑦空調機器との接続は、しっかり差し込んでビスやダクト
テープ等で確実に固定して下さい。
⑧接続ダクト径の極端な絞りは避けて下さい。
⑨異種金属と接触しないように施工して下さい。錆や腐食
の原因となります。
⑩錆や結露の原因となる接触は避けて下さい。

注意

◆弊社発行のカタログ、施工要領書に記載された事項に従わない
設計・施工により不具合が生じた場合。

◆製品が変質・変形する恐れのある場所で使用された場合、及び
変質・変形の恐れのある施工がなされた場合。

◆天変地異（天災・台風・洪水・地震・落雷・つらら等）による損傷。
◆施工により生じた製品の不具合。
◆弊社の製品以外の部材による不具合。
◆他の工事が原因による不具合の場合。

◆初期の損傷ないし不具合を長期放置したために生じた拡大損傷。
◆犬・猫・鳥・鼠などの動物や昆虫などに起因する不具合。
◆釘部、ネジ部のもらい錆に起因する不具合。
◆建物自体の変形や変位により生じた不具合。
◆本カタログの内容を無視した保管・取り扱いによる不具合。
◆製品または部品の経年変化により変褪色、微細なひび割れ等が
生じた場合。
◆暴動・テロ活動等の不可抗力により発生した損傷。

免責事項　※下記のような場合には保証対象外となります。

! 注意

『禁止』を意味します。 『分解禁止』を意味します。 ！！『重要事項』を意味します。
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